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一
研
究
発
表
要
旨

第
ニ
コ
リ
ソ
ト
十
三
章
の
研
究和

　
田
　
博
　
文

　
　
　
　
序

　
コ
リ
ン
ト
前
書
十
三
章
は
「
愛
の
讃
歌
」
と
し
て
有
名
で
あ
る

が
、
研
究
発
表
の
テ
…
マ
と
し
て
聖
書
の
こ
の
個
所
を
選
ん
だ
の

は
、
あ
る
律
法
学
者
の
質
問
に
対
し
、
イ
エ
ス
が
第
一
の
い
ま
し

め
と
し
て
神
へ
の
愛
、
第
二
の
い
ま
し
め
と
し
て
人
へ
の
愛
を
言

わ
れ
た
（
マ
タ
ニ
ニ
・
三
四
－
四
〇
、
マ
ル
一
二
・
二
八
…
三
一
、

ル
カ
一
〇
・
二
五
－
二
八
）
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
愛
に
時
代
を

越
え
た
永
遠
的
な
価
値
、
平
時
・
戦
時
を
問
わ
ざ
る
永
遠
的
な
価

値
を
認
め
る
が
故
で
あ
る
。
ま
た
特
に
現
代
的
価
値
と
し
て
、
核

兵
器
と
性
の
退
廃
に
よ
り
祖
国
と
人
類
が
滅
び
よ
う
と
し
て
い
る

時
、
コ
リ
ン
ト
前
書
十
三
章
の
教
え
る
「
愛
」
こ
そ
こ
れ
ら
の
問

題
を
解
決
し
、
祖
岡
と
人
類
を
救
う
も
の
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
、
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
大
し
て
問
題
な
い
と
考
え
た
。
原
文
は

8
げ
Φ
乞
①
薯
国
ロ
σ
q
募
ゲ
じ
d
子
訂
の
テ
キ
ス
ト
に
さ
れ
た
図
●
＜
．
Q
曾

8
⇔
ω
7
Φ
塊
編
の
6
げ
の
○
冨
。
犀
乞
①
婁
6
①
ω
鍵
ヨ
①
曇
の
第
一
コ
リ
ン

ト
十
三
章
を
用
い
た
。
次
の
二
個
所
に
つ
き
検
討
す
る
。

　
6
　
三
節
で
贈
黛
融
ミ
象
q
e
黛
ミ
（
、
．
昏
簿
H
。
。
げ
。
葺
鉦
げ
Φ
げ
亨

葺
の
匹
、
、
）
を
取
り
N
遷
瓶
§
尊
q
e
禽
へ
（
．
．
夢
鉾
H
ヨ
醸
σ
q
｝
o
曙
、
、
）
を

取
ら
な
か
っ
た
。
後
者
「
誇
る
た
め
に
」
を
採
用
し
て
い
る
の
は

ネ
ス
ト
レ
版
（
第
二
十
六
版
）
と
連
合
聖
書
協
会
版
（
第
三
版
）

が
あ
る
が
「
焼
か
れ
ん
た
め
に
偏
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
⇔
　
十
三
節
で
句
昏
N
黛
勲
：
．
黙
N
黙
還
に
お
い
て
、
ネ
ス
ト
レ
と

連
合
聖
書
協
会
の
ギ
リ
シ
ャ
語
本
文
は
汰
q
門
へ
の
：
．
門
霞
q
D
叶
黛
と
、

幾
遍
封
q
も
鑓
と
葱
象
夢
鋤
試
ψ
鼻
黙
還
の
位
置
を
換
え
て
読

む
が
、
タ
ス
カ
；
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
諮
句
の
意
味
の
説
明

　
こ
の
章
の
諾
句
で
説
明
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
二
つ
皆

紅
に
上
げ
る
。

　
6
　
一
節
の
建
N
の
羅
叡
q
§
お
の
意
味
は
、
「
異
言
で
」
と
す

る
。
こ
の
語
の
十
二
章
～
十
四
章
の
用
法
か
ら
異
言
の
意
に
解
し

た
。
「
人
間
の
諸
欝
語
」
と
解
す
る
の
は
、
日
本
聖
書
協
会
の
口

語
訳
、
最
近
の
前
田
訳
、
8
聞
①
Z
①
毒
国
昌
σ
q
房
び
し
d
陣
げ
♂
な
ど
で
あ

り
、
「
異
言
篇
と
と
っ
て
い
る
の
は
、
岩
隈
氏
（
希
和
対
訳
脚
註
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つ
き
新
約
聖
書
、
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙
上
、
山
本
書
店
）
、
共
同

訳
で
あ
る
。
十
二
章
十
節
に
は
款
ミ
羅
§
暑
曹
「
異
言
（
複
数
）

の
種
類
（
複
数
）
」
と
あ
り
、
初
代
教
会
の
時
代
に
は
異
欝
に
種

類
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
「
人
間
や

天
使
の
異
言
で
語
り
」
　
と
解
し
た
い
。
　
「
人
問
の
諸
君
語
」
と
い

う
解
し
方
に
つ
い
て
は
、
釈
義
上
、
パ
ウ
ロ
書
簡
・
他
の
文
書
に

お
け
る
愛
の
個
所
、
福
音
書
の
イ
エ
ス
の
愛
の
教
え
、
更
に
聖
書

全
体
か
ら
考
え
た
愛
の
価
値
か
ら
し
て
、
人
間
の
い
ろ
ん
な
言
葉

を
認
っ
て
も
愛
が
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
含
め

て
解
し
た
い
。

　
◎
十
二
節
の
説
↑
勲
9
，
）
劔
q
騨
恐
§
「
鏡
に
よ
っ
て
」
で
あ
る

が
、
昔
の
鏡
は
金
属
板
を
磨
い
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
今
β
の

鏡
の
よ
う
に
明
瞭
で
な
く
、
は
っ
き
り
映
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

三
、
第
圏
コ
リ
ン
ト
十
三
章
の
意
義

　
　
ア
ガ
ペ
じ

　
0
　
愛
は
い
か
に
し
て
。
司
能
で
あ
る
か
。
コ
リ
ン
ト
前
書
十
三

章
の
愛
を
可
能
に
す
る
も
の
と
し
て
、
最
近
筆
者
の
鼠
に
と
ま
っ

た
も
の
を
示
す
。
量
義
治
（
埼
玉
大
教
授
）
が
「
内
村
の
購
罪
論

は
い
わ
ゆ
る
神
学
的
思
弁
で
は
な
く
て
聖
霊
に
よ
る
実
験
の
現
象

学
的
記
述
な
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
内
村
の
聴
罪
論
の
比
類
な

き
厳
密
さ
が
あ
り
ま
す
。
実
は
真
の
意
味
に
お
け
る
神
学
的
厳
密

さ
と
は
前
提
さ
れ
た
教
義
と
の
整
合
性
と
い
う
観
念
の
闇
題
で
は

な
く
て
、
神
の
現
実
に
関
わ
る
事
柄
な
の
で
あ
り
ま
す
…
…
。
十

字
架
は
聖
霊
に
よ
っ
て
罪
の
審
き
と
赦
し
の
十
字
架
と
し
て
現
実

な
の
で
あ
り
ま
す
。
十
宇
架
の
言
葉
と
聖
霊
は
不
可
分
な
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
こ
と
に
嬰
霊
は
わ
れ
わ
れ
に
お
い
て
十
字
架
を
現
実

化
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
」
（
千
代
田
無
教
会
集
会
付
属
の
雑
誌
「
お
と

ず
れ
偏
四
八
暑
、
五
～
六
頁
「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
需
第
三
章
二
〇
節
～
三

五
節
一
関
根
正
雄
先
生
の
日
曜
集
会
の
前
講
（
一
九
八
二
・
六
・
二
〇
）
に
基

づ
く
一
」
の
文
章
よ
り
引
用
）
と
内
村
の
「
聖
書
之
研
究
」
を
引
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

し
て
言
っ
て
い
る
が
、
内
村
の
ご
と
き
贈
罪
の
実
験
、
新
生
、

　
　
　
ち
　
　
　
も

回
心
の
実
験
を
通
し
て
始
め
て
、
コ
リ
ン
前
書
ト
十
三
章
の
愛
が

．
司
能
に
な
る
と
思
う
。

　
⇔
第
一
コ
リ
ン
ト
十
三
章
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
十
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ク
レ
シ
ア

章
か
ら
十
四
章
ま
で
は
霊
の
賜
物
と
教
会
の
稜
序
の
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
最
高
の
震
の
賜
物
と
し
て
十
三
章
の
愛
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
パ
ウ
ロ
は
コ
リ
ン
ト
の
教
会
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題

の
解
決
と
し
て
、
惨
憔
た
る
人
間
の
エ
ク
レ
ン
ア
、
コ
リ
ン
ト
の

エ
ク
レ
シ
ア
の
問
題
解
決
と
し
て
こ
の
章
で
「
愛
」
を
奨
め
て
い

る
と
思
う
。
十
三
章
（
の
愛
）
は
よ
く
そ
の
前
後
関
係
か
ら
切
り

離
し
て
扱
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
パ
ウ
ロ
は
人

闇
の
惨
櫓
た
る
エ
ク
レ
シ
ア
の
問
題
解
決
と
し
て
ζ
の
章
で
「
愛
」
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を
奨
め
て
い
る
と
解
す
れ
ば
、
こ
の
章
の
「
愛
の
讃
歌
」
の
意
義

は
一
層
深
化
し
、
ま
た
愛
の
讃
歌
は
一
層
高
ら
か
に
鳴
り
響
く
で

あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
こ
の
拙
論
の
結
論
で
あ
る
。

　
㊨
　
愛
に
つ
い
て
の
聖
書
中
の
他
の
個
所
は
、
　
一
々
あ
げ
る
と

き
り
が
な
く
、
旧
新
約
聖
書
全
体
が
神
か
ら
人
類
へ
の
愛
の
手
紙
、

書
物
で
あ
る
故
、
代
表
約
燗
所
だ
け
を
記
す
。
「
序
」
に
あ
げ
た
共

観
福
音
書
の
、
キ
リ
ス
ト
の
律
法
学
者
に
答
え
ら
れ
た
第
丁
第
二

　
い
ま
し
め

の
誠
命
の
個
所
、
そ
の
旧
約
の
出
典
、
申
命
記
六
・
五
、
　
一
〇
二

二
、
三
〇
・
六
、
レ
ビ
記
一
九
・
一
八
。
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
「
互

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
き
で
　

ぼ
っ
た
ざ

に
・
。
愛
せ
よ
」
　
の
個
所
一
五
・
一
二
一
一
七
。
　
「
愛
は
律
法
の
完
全

な
り
」
の
個
所
ロ
マ
書
一
三
・
八
！
一
〇
。
第
一
ヨ
ハ
ネ
の
「
愛

の
讃
歌
」
と
も
い
う
べ
き
四
・
七
i
二
一
等
で
あ
る
。

　
㈱
　
愛
と
い
く
つ
か
の
神
学
的
確
．
題
と
の
関
係
に
つ
き
述
べ
た

い
。
三
の
6
で
述
べ
た
よ
う
に
、
内
村
の
ご
と
き
四
心
の
実
験
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
ず

し
た
者
は
、
愛
は
聖
震
の
賜
物
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
自
と
「
信

仰
と
．
行
為
」
が
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
聖
震
の
鋤
き
の
下
、
キ

リ
ス
ト
の
十
字
架
に
よ
り
罪
赦
さ
れ
た
者
、
義
と
認
め
ら
れ
た
者

は
、
喜
ん
で
神
の
誠
命
を
中
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
即
ち
愛
を

実
践
す
る
こ
と
に
な
り
、
聖
い
生
活
、
聖
化
が
起
こ
る
、
「
測
串
と

聖
化
」
の
一
致
が
起
こ
る
。
ま
た
愛
は
神
の
恵
み
の
出
来
事
で
あ

り
、
　
コ
一
三
人
の
閥
に
愛
．
が
現
実
と
な
る
と
き
、
始
め
て
伝
道
も

莫
に
現
実
と
な
る
の
で
あ
る
」
（
関
根
正
雄
著
「
宗
教
革
命
の
論

理
」
一
四
黒
頁
）
。
ま
た
内
村
の
ご
と
き
回
心
、
新
生
の
突
験
は

神
の
歴
史
に
お
け
る
出
来
事
で
あ
り
、
愛
の
実
践
も
ま
た
そ
う
で

あ
り
、
信
仰
義
認
論
と
救
済
史
は
愛
に
お
い
て
統
一
さ
れ
る
と
雷

い
得
よ
う
。

　
㈹
　
愛
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
諸
書
に
つ
き
言
及
し
た
い
。
学

生
時
代
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」
の
演
習

で
禽
k
湊
（
友
愛
）
に
つ
き
学
ん
だ
が
、
こ
れ
は
非
常
に
億
値
あ
る

徳
で
あ
る
が
、
人
間
の
側
の
も
で
あ
り
、
神
の
側
の
も
の
で
あ
る

選
球
ミ
と
は
は
っ
き
り
異
な
る
。
（
懸
時
教
援
さ
れ
た
須
附
豊
太
郎
先

生
は
、
広
均
一
の
原
爆
等
よ
り
「
一
類
は
占
闇
闇
の
く
び
を
し
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
」
と
数
台
喬
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
あ
れ
か
ら
｝
二
十
年
以
上
経
っ

て
い
る
が
、
人
類
は
ま
す
ま
す
核
兵
器
の
製
造
に
狂
奔
し
て
い
る
の
は
真
に

嘆
か
わ
し
い
限
り
φ
、
あ
る
。
）
二
i
グ
レ
ン
の
「
エ
μ
ー
ス
と
ア
ガ
ペ

…
」
は
、
ル
タ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
を
よ
く
握
ん
で
い
た
と
思

う
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
愛
の
わ
ざ
」
は
彼
独
特
の
優
れ
た
深
い

キ
リ
ス
ト
教
的
愛
の
考
察
で
あ
っ
た
。
中
村
獅
雄
の
「
信
・
望
・
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ゆ
ギ
ア
　

パ
ラ
ド
ク
サ

コ
リ
ン
ト
前
書
第
；
…
章
の
研
究
」
は
中
村
氏
独
特
の
比
論
と
逆
説
に

よ
る
研
究
で
あ
る
。
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踏
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